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1.事業総利益と購買・販売事業の動向
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• R4年度の事業別の貢献度は信用・共済がマイナス
⇒共済の減少幅が大きい

• 購買・販売がプラス
⇒購買はマイナス(燃料)からプラス(肥料)へ

• その他事業がマイナス⇒燃料費と利用料
• 管理費は引続き減少
⇒意図しない要員数の減少

• 購買・販売事業は価格上昇の影響
実質ベースの取扱高



2.信用事業の動向
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• 貯金の伸びの鈍化⇒R5はマイナスに
• 貸出・有価証券の増加
⇒有価証券の含み損
⇒信連・農林中金の動向

• 預金利ざやの減少(預金奨励、利用高配当)
• 貸出金・有価証券利ざやのマイナス幅の減少
⇒日銀の政策転換



3.管理費の動向

4

• 人件費は引続きマイナス
⇒要員数と人件費単価

• 事業別の労働生産性
⇒金融支店の再編



4.組員数等の動向
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• 組合員数の減少
⇒R4は准組合員も減少

• 利用高配当の実施JA数・金額の増加
⇒資材高騰対策


